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三宅島のテングサ類増殖に関する基礎調査（１）

西村和久。仲村正二郎

Ｉ緒ロ

三宅島においては漁業者のテングサ漁への依存度が極めて高V?｡今迄，三宅島のﾃﾝｸｻにロ．・・ｊ￣.、：．．

ついて，「やしお速報」※，「大島分場ニュース」※２「大島分場だより」※５※４１/亡よって，
《;>入ハルＪい家～：１

口開前の作柄予報を中心とした調査報告がなされているが，地理的関係も参って，基礎的左調
『qす.,『ＤＰＣ’

`..Ⅲｊｌｒ了

査は極めて遅れているｏ
ﾊﾞｰLハ('とｈＢＩ

Ｊそこで，今回，増殖対策基礎調査の第１回として，三宅島テングサ漁の特性と，操業の実態

調査を行ったのでその結果を報告するｏ

本文に入るに先立ち，本調査に協力いただいた，坪田漁協組合長田中平雄氏ならびに同組
，，１Ｗ

合の田中重吉氏，および三宅支庁水産係に感謝する。更に本稿をまとめるに当１，，終始助言い

ただいた大島分場長塩屋照雄氏，技術管理部倉田洋二技師ならびに，とりまとめに協力さ

れた大島.分場山峯達，吉田勝彦，斎藤実各技師に感謝する○

■

０
ｔ

Ｉ三宅島のテングサ漁業

１テングサの産業的位置

三宅島の産業は主として農林水産業であり,生産総額は4，２，，｡千円(昭和4】)年）
で，この内訳比率は水産業５４．５冊，農業２４．８妬ワ畜産業１４．５筋ｂ林業5.9拓等であり，

水産業の占める比率は極めて高い。

更に水産物水揚量の内訳をみると表１に示す通り藻類が７４．２妬とテングサ漁業への依存度

が極めて高い事が判る。また，三宅島産テンクサの水場が東京都（伊豆諸島）の総水揚に占め

る割合は５５．４冊（範囲２６．０～４７．２妬）である｡俵２）

島内におけるテンクサの漁協別水揚量の１０年間の平均比率は，坪田５６．８筋，神着１９．２筋

伊豆１２．Ｍ，伊ケ谷6.ＩＤ銑阿古5.9筋で，５漁協内では坪田が圧倒的に多い。（表５）

また，各漁協の総水錫に対して，テングサの占める比率を調べると表４に示隠す通り，阿古漁

協以外はテングサに大きぐ依存していることが判る○

Ｇ
Ｂ

東京都水産試験場
〃

・へ′￣牛!．
〃

〃・・内」．．．

※ｌ

※２

※５

※４

昭和４０年～４２年

〃２５〃～４１

〃４１〃～４２

〃４５〃～

Ｊ
：
』

４
５
１

．
４
，

１

５
２
２

一
一
・
一

帆
帆
伽

廃刊

〃

〃

－１－



表１三宅島水産物氷鯵壜卜（単位～Ｋの

、
藻，類 漁業 水産動物 総 計

、

昭５４１２５４Ｍ６２(,10） 2４５，７２２（８７）Ｉａ7９２（0句 2，７９５，６７６

524,095（5ｑｌ）’５，６５９（02）5５１１．２１２５１７（67.7） 1，７４０．２４９

624m5D2（45句’５，０２４（02）5６１８１５．９８０（56.5） １，４４５゜５０６

5７１５９１．１７５（４７．０） 4５４，５５４（522）’７．２４５（０８） 8,52752

己

５８１９５ａＯ７７（70.2） 585,750（28.9）１２，４５９（U9）
－１i7農･（､;・ｲ,:薮/;＃1:1

５４５，６２１（26.2）８，２２５（0０

1５５６２６６

５９「，６７．５５４（75.2） 1､５２１，４０１

４

4０１２，５２８，２０４（86.9） 226,121（125）ｌ１ｑ３５４（0.6） 2，７６４，６５９

4１１１，２６５，１６１（84.5） 224,797（15.0）１２８８９（ｑ７） 1，４９７，８４７

４２１'1，５５７．９５８（76.5） ４２ｑ6５２（25.Ｄｌ９ｐ２９（qEリ 1，７８７，５９９

４５「1，４４５，８７１（86.2） 216,961（129）’１４，６５５（０９） 1，６７７，４８７

（）内はパーセント

表２伊豆諸島テングサ総水揚量に占める三宅島の水場景

>､;、;ﾐﾐﾐwへ 東京都.:（伊豆諸島）． 宅．島
.、 B／Ａｌｂ／且水揚量(A）｜水場金額ｂ） 水揚量①)卜水場金額(p）

、

紫 …poL,風-1. 4｡`,１３割…１２…甲 註,＃４２妬畷ﾛ54年 瓠1,:０４．１，６２

5５ ８２０，７２８１．５４９，６５２７９２ ２６４，１２５１~１２Ｐｉ４０５５０７ ５２－．１．．５４

5６ ７８４，１７９１２８８．２４０．１５５ ２０４，７５８ルト，１，８４７１，９１９０．
可

２６￣:｜：３２

5７ ５５８i９５９１１６５，１２９．１６８ ９６，２２５)+化勲」ａ7，５，９５７ ２７lｉ２８

5８ ６９５，５６９．１２７４，４４６，９５８ ２１８，５５４Ｊ［.；，ス２１０．７７９ ５１１５５

5９ ７５０jj７９１１２１９，７９ｑ６７５ ２１６，６７４，｜ズ５，，８１４２３丁， ５，．１５５

4０ ８２６，９５４１２５５２９６．６７２ ５８９，９０７１１２１，５f５４，７↑４ ４７．’４８

４１ 1，００８，５２２１１６４４，８８２，１１９ ５，０，６２０１２０２「，１１Lｔ２６ ５０．，１５１

４２ ｦ８６，９９２１４１４，５６５．５８９ ５４５，５６１１１５４８７０．５２６ ５５．’５７

4５ ８４６，６０８１５４５，ろ０４，７１２ ５５４，ｄ５４１１５ａ６５ｑ７２６ ５７．’４０

竺戸２」￣



表３－漁協別テングサ水揚量…（単位Ｋ,）

、L坪油 神着ｒ伊豆 伊ケ谷 阿古

昭和541255j85(571)Ｉ６２ｊＯ５(15.＄’４０Ｊ54(10,）’41450(109127241(6.4）

551151,60(647)’４M05(16のl25775P7）’18142（7.7）’2204(1.0）

5611111240(584)’29645(141118501（|,､1）’11576（,句’17450(8句

57152677(547)115β41（16jlll6j57:(16:8）l5j58（ａ５）’６６０４(61）
ＴＨ

581129871（514)１２７４２５(12Eリ’29756(1ia6）’12500（5.7）｜い1節２６(a｡）

ｉｉｌ
107700(⑬ﾝ)’56158(26，’55505(16.コｌ７ｊｌ５（３句’９５９６(4の
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２．テングサ漁にみられる２．'５の傾向

１）三宅島テンク･サの水場傾向…；

昭和２５年以降の三宅島のテングサ水揚量を図１に示した。〆．Ｔ～

昭和２８年⑬７００トンを最高に以後，漸減傾向を示し，昭和３７年には９６トンと最高年の

１２筋程度の氷場しか左かつ六○昭和３７年は雄山の噴火港あり，漁場の埋没なども影響して

の水揚減とも考えられるが,･過去の操業状況を調べると，昭和２６年頃から潜水器の使用がは

じまり，更に昭和５５年頃からウエット･スーツの普及で採取能力が向上した事左どが，ある

程度テングサの繁殖に影響し，昭和５５～５９年の不漁年をまねいたとも考えられる。

・農林統計事務所のでは伊豆諸島全域の傾向変動線を昭和２７～５７年を一つの山とした二次

拠物線で，また､昭和５７年以降を指数曲線で表わしているが,三宅島の場合，過去１８年の

傾向変動線をみると，昭和２５～５１年の７年間が一つの山を左し

ｙ＝５８５．４２フ＋２２．７１４×－:５８`５７１ｘｘ２…･…．.↑）

の二次拠物線式で表わす事が出来る○以下，同様に昭和３１$～３７年の７年間が２）式…

ｙ＝４５２，２８５－６１，７８５判×－２２，２１４×2...……２）．?
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図１三宅島におけるテングサ水揚量の傾向曲線と循環変動

昭和５７～４５年の７年間が５）式で表わす事iが出来る。
｡､｡Iも_

ｙ＝５１７，６１８＋５７，５００×－１１，４７６×２………５）￣.．…ぬき:x恥

とのエウに，三宅島においては７年間周期が成り立つとすれば，次の昭和４５～４９年の７

年間の前半，昭和４４４５，４６年は増加の傾向を示すものと考えられる｡

－５－



ｑｈ

注た、循環変動を求めるとゼロ線を中心にした振巾は大体士１前後で藝諺幽識i不規則変動は無

視出来るものと考えられる○，（…｣!:（|(、:沙?f鎮序鷲、ド

テングサ漁の周期性については，大島泉津では潜水船の豊漁年は７年周期鰯譲,られま)Lが，

この豊漁年と三宅島の７年周期とは一致したい。また,.八丈島ではH1、i～1;2年周鋪と:5,:年;毎

の小周期がある4)。川名雲)は須崎｡白浜等の過去６０～７ｑ…Zkjl湯漬料に懲り周期性を検

討し、２;ｑ年以上の周期があるとしているが，三宅島の場合も戯更に長期間IE:わたっての検討

が必要であろう○…ツー]#：?￣￣

２）東西の水場傾向,．…～,￣‐

Y概騨に鞍て，三宅島においては東側(坪田｡神着)でのﾃﾝｸﾞｻ水揚量が西側(伊豆｡伊

ケ:谷塁?阿古）エ,多v:，｡過去，０年間:(昭和５４～45年)について上述の東と西に分けて

＄

凸

水場割合を調べると図２に示す通，L東側溌私Ｏ～

８１．６妬と走る。更に"東側には優秀なテングサ漁場

である三池が共有漁場として操業され,西側の漁業者

が？三池より採取する水揚量を東側に加えると,この

割合は東が更に高く左るものと考えられる。これは，

大島，八丈島においても同じ傾向がみられ↑八丈島で

のこの要因については高・＝＞

：
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橋等4)}が種々検討を加え

ている。三宅島における

海流模式直りは図5に示

す通り，黒潮の強い影響

を受け左い部分に好漁場

が形成されるようである。

５）５月の水揚量とそ‘

－ｍ

図 ｸラン

図５三宅島周辺の海流
が形成されるようである。模弍図

５）５月の水揚量とその年の総水揚量との関係

５月の水揚量がその年のテングサ水揚量にどのよう

な影響を与えるかを調べると，図４に示すように，こ

の月の採取量はその年の豊凶の指標とすることが可ﾆビー月恒

と考えられ，その相関係数は.-ﾄﾞ･ｑ６βであるｑ

解禁日はiil1合漁業(t:ご蝿iとの関係から５月１５

日を基準として天候等を加味して決められている。

Cｌ

ユCＤ

1ｍ．

罫鐵.，顕.;･鈴,x麺L・ａＰと。、空ン睡二‐昇

図４ ５月の水揚量と総水揚量との関係
､..Ｌ-.｡､:'･ﾛ･

当脇５月の水揚量圷隆ﾙﾀﾞ）
－総水揚量（乾化,）－６－



ｉｆしかしｉ｢解丘禁日の早さ，および５月中の出漁日数とその年の総水揚量との間には左んら相関が

K承られたいようである。 ；て,』唖ⅦＦｒｊ……ノハハ，ｊｉｊｒｈｒ

!:嘩阿H表５５月の操業状況と水揚量
9.0..も＿鼬..｡
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と'４）寄草の量とその年の水揚量との関係ルー

寄草の量とその年のテンクサ総水揚量との相関係数は

＋ｑ７９で，ｊその関係を図示すると図５｜の通りであるｏ

このうち，昭和５４．５７年を除くと；－０

，>Ⅲy＝Ｍ４１７；＋Ｍ８７Ｘ／ｌｐＦＢ蝿
の一次式であらわされ，この時の相関係数は＋Ｍ７ｊ２Ｋ

Ｍ非常に高い正の相関がみＭ,豊漁の嚇草議
多いということがいえる。：～－－，～゛ｉＰ－ｉ．：元．‘～､＝ノ

三宅島に寄草が多い理由としてはＬ～

①地理的な要因

②口開時期の問題

③テングサ資源量との関係

④潜水船による採集方法の問題

ｑ

５０ＩＣＯ上

③テングサ資源量との関係 野草

④潜水船による採集方法の問題図5～寄草と総水場との関係
等女が考えられるが，著者は次のように解釈した。．！〈

①では伊豆諸島全域でみても，神津島。八丈島にわずかろが石臆かはずぺて三宅島，それも，

－７－
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三宅島５漁協でも，特に坪田・神着両漁協

で全体の９８妬を占めているｏとの原因と

して，海流に主る潮目の形成，風の影響⑫

海底地型等考えられるが，沖に好漁場があ

ることが最も大きな要因であり'更に，坪

田。神着にはテングサ漁場の近くに寄草の

集Dやすい砂浜があり，また，その近くに

人家もあって，採集しやすい事も影響する

のであろうＣ

ｅ)では，三宅島のテングサの口開は大島

にくらべ約１ケ月の遅れがある。このため，

伸びすぎた草がきれて打ちあがるとも考え

られるが，この場合４．５月頃Iと寄草は集

表６寄草と総水揚量

寄草(生K,）総水揚量(乾K9）

、

、

中的に多いはずであるが，過去の月別寄草を坪田漁協についてみると顕著な傾向は認められた

い○

③では，テングサ採集者が資源量にくらぺて少なく，取り残しが多すぎると成り立つのであ

るが，この点は不明であるｏ

④は，潜水船でのテンクサ採集方法がモレ草を生じやすく,テンクサを採集しつつ流される

場合で，との寄草と潜水船操業との関係は検討を要するＯ～い－㎡〆．

このように寄草が多く承る原因については不明の箇所も多くｂ､更に調査をする必要がある。
-つ

Ｔ（

５）黒潮流軸の変動とその年の水揚量との関係

黒潮流軸の決定は海上保安庁水路部の日本近海海況図を用い，

昭和５６年から９年間の資料に主p，東経１４０度（野島UlWDの

位置で北緯５５度線より，黒潮流軸の中心部までの距離を測定し

た｡（図６）

黒潮流軸決定の資料が９年間のみで断定的なことは言えないが，

八丈島では５月の黒潮の位置とその年の水揚量との間で，黒潮が

し

図６黒潮流軸の測定位置
接岸した年に悪く離れた年に良いｏとの間の相関係数は＋0．６６…:－コ

であるが，昭和５６ｃ４４年を除くと相関係数は＋０．９４となり，黒潮の距離４０－５，０Kｍ

-－８－
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の間で

ｙ＝－５１，５０１＋１，９１１Ｘ

（Ｙ；総水揚量，Ｘ：黒潮流軸までの距離）

の￣次式が成り立つ。（図７）

黒潮までの距離と水温との間'ては図８に示すよう,Ｅ
ｋｍ

逆の関係がみられるｏつまり，黒潮が接岸-するほど水ﾖ00

塩は上昇するので，名月の水温が低い年は豊漁で，こ

れは東水羨)，高橋雲りの結果と一致する。２０，

三宅島の場合’八丈島ほど顕著な傾向はみられない。

これは，三宅島の場合，黒潮が直接あたっている時が
ＩＯＯ

最も水温が高く，５５度線に接岸しすぎても，,また，

離れすぎても水温が低下するためであろう。しかし肌

黒潮の接岸距離とその年の水揚量の関係を，月から．

Ｉ
Ｆ

P

己r-Z戸庁－－１－－－ゴー－－－￣ｍｌｏｏＩ２０１００１６０１８０ｏｒ>120406060100IzoIOOI601印し(乾）

*…図７八丈島におけ.る５月の黒潮

の位置と水揚量との関係
，』｛－－１２．１

表７三宅島に土鈩ける黒潮の位置と水揚量の関係

Ｋｍ
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鉛５７妃３９４０４１槌４５件

黒潮が前年より近ずいた年④，離れた年ｅ

図８八丈島における５月の黒潮
水場が前年エリ多い年①少い年ｅの位置と水温との関係

水温

黒潮の位置
４月までについて調ぺると，表７に示す通り，１～２月，１～５月の場合，黒潮が前年より近

ずい允年の水場は前年エリ多い傾向がみられる。この関係は八丈島とは逆である。しかし山

－９－

、

、

黒潮の位置
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￣

９）
田も述べているように，黒潮流軸までの距離と生産量の量的関係はみられたい。従って，今

後，更に黒潮の流向・流速・厚さ・巾などの要因を加味して検討を加える必要がある○

Ⅲテソグサ漁業操業実態調査

テンクサの操業状況の実態把握はもっとも基礎的な事でありながら，極めて困難であり，不

明な点も非常に多い。ところが，坪田漁協では生草の受託→晒場までの運搬→乾燥ｏ晒作

業→乾燥草｡晒草の入庫→撰別→圧縮－出荷と一貫した共同処理りくを行っている６

そこで，この受託台帖を中心に坪田漁協におけるテングサ漁業の操業実態を調査した。｛二
●

１．採取草の種類別比較について

坪田漁協においては，テンクサを荒目・上草。中草。下草。平草の５種類にわけ，更に

等級をつけて漁業者エリテングサを受取っている○一

との種類わけは，日本農林規格により大別し，次のように定義しているbへ:～

荒目……（和名，オオプサ）波の荒い所に着生していて，テングサ類の中で最も高価

である｡ハトーヌ

上草P．．…（和名，マクサ）比較的波の静か在所に着生し，通常，毛草とか，マクサ・

キヌクサと称している○

中草……（和名，オニクサ）荒目と同様，波の荒い所に着生しており荒目にＵｊｗｌで高

～価であるｏ

下草……（和名，オパクサ）比較的浅い所にのみ着生しており入札時には，ドラ草と

して入札している。

乎草･･….（和名，ヒラクサ）水深１５ｍ以深にみられる。

更に，種類別，等級別の価格を昭和４４年について調ぺると表８の通りで，価格の高い

順にならぺると荒目。中草・上草・下草で平草は下草よりも安価である。

、

ぐ

▽

;‘
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表９種類別水揚量（昭和５５～４４年）

(生Ｋの

●

、

ヒラクサは生長との関連で，２～５年毎に採取するのが普通であり，更に市場価格等も加味して

採取されるので，ヒラクサを除いて，種類別水揚量を昭和５５年より１０年間調査すると表９の通

りで，採取草の年変動を図９に示した。

このテングサの採取状況を几

さらに潜水船について，昭和５８

から４４年まで７年間の調査を

行なった。７年間の月別平均採

取状況をみると，図１０に示す

ように上草１等では５月下旬，

７月下旬，８月下旬と５つの山

がみえるが，６月以降の山は漸

次低くなる。上草２等も同様の

傾向を示すが，下草は６－８月，

また，平草は７－８月にそれぞ

れ山がみられる１

￣

、

傾向としては，上草採取が一 昭和孔郵３７銅'３１４０４１狸佃艸年

段落してから，下草，平草の採

図９採取草の年変動取にとりかかっているようであ

る。:

年平均採取状況はどの年も上草１等が最も高い比率を示すが，平草は０～５５％まで非常に変動

－１２－

荒目 上 ， 上2－５， 花 中草判 下草 計
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が激しく，（図１１）年別に比較した場合，

草を採取しない年もある。

図１２に示すように昭和５８．４４年のよう仁平
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図１２潜水船の年別旬別採取状況

２潜水船の実態について・

潜水器によるテングサの採取は，旧坪田村の当時昭和初期に村営

という，戦後，昭和２５年から１～２誉の操業があｂ－子の縫鈴

よ’１日坪田村の当時昭和初期に村営による採取がなされていた

1～２隻の操業があり，その後，徐女に増加して，潜水船の活

Eむら

－］４－



願が目立ちはじめたのは昭和２７年からである。：～

潜水船の過去１０年間の変動は図１３の通りであ;仇隻数の最高は昭和２９年の５２隻であ

ったが，稼動隻数はテングサの価格，豊凶，更に他産業との関連等が大き左影響を与えている

ようであるｏ

潜水船の乗組員構成は一般的には潜水夫'～2人,機関士２．
１人，作業員１～２人であるが，近年家族労働による出漁が

多くなる傾向にあり，１．５トン級の小型船では夫婦２人で操
．．ＩＣ

業しており，そｵし以外の漁船でも多くて４名位である。

また，乗組員の配当は，個々の船によって一定していない

▽

３５鉛３７麹弱００４１把娼磐年が乗組員７０妬，船主５０%が普通のようである。
…」Ｊ

船の大きはは，昭矛ﾛ４１年の調査では１トン未満４隻，図１５－潜水船の変動

１～1.5トン４隻，１．５～２トン５隻，２．５トン以上２隻である。』

Ｋ８
４Ｋｏｏ。 4０．

円
⑪

〒
ｂ
ｚ

七
釦

1０ＩＣＯ

２．０．。 ＺＯＯ

、
窕顕３７３８．９“４１枢＋３Ｎ． ３８５９“４１４２４う４Ｐ４卜

図１４潜水船１隻当り精算金額と

(二奎聲重)水撮(生助
図１５１日当り水揚量１隻１日当り（生Kの

水揚量仁'星辮揚量〉
６

１隻当りの水揚量は図１４に示すように昭和４０年まで増加の傾向にあったが〆それ以降は

急､激に減少している。１隻当り水場金額は水揚量とは１年遅れで０昭和４１年をピークに激減

しているｏこれは昭和４１年の寒天原藻１０K,当りの平均価格が６．５９６円と前年の約２倍の
.．,。.；Ｐ↑・‘’・か；Ｐ、，‐

記録的高値に主るためであろうｏまた，１隻当りの水場金額は２４～２５ｂ'万円,と変動が激し

い。１隻１日当りの水揚量は図１５に示すように，前述と同様昭和４０年18Eピヨクとはしてい

るか,その後の減少傾向は少<２５０K9程度で横ばいを示しそうである。しかし;’1日当りの

－１５－



1

水揚量は昭和４２』

１．０に示すエウに，

2年まで増加の傾向にあいそれ以後も急激な減少はみられない。これは表

に，昭和４２年以降出漁日数が増加:し江いる事にもｴ緯う。

表１０船別出漁日数－，:’,きみ電…・’八へ．

～」５８１５９１４０ ４１１４２１４５１４４

日本丸１５８ ８９ ７６１５６１４５１２６

太洋丸’５５ ８１１５９ ６８１５２１４７１５５

孝栄丸’５８ ７０ ７４１５６１４７．１．６５

章栄丸’５６ ７７ｉ－６２ ７１１５３１４４１．５６

清正丸’５４ ７６１６６ ７０１５９１４７’１４６

の

広甚丸’５７ ８０１７１ ７５１５６１４１１４７

幸丸１４９ １５１５１ ５２１４５１４１

光明丸’５０ ６ ６５１５８１４５小.５５
坐

広福丸’４６

８２「７４孫'栄"丸１２０ ７４１５５１５０１６５

海栄丸’５２ ５６「１，

双美丸 ６５１６１ ５０

喜久栄丸 ７７１５７ ２６１４９１４３’５１

裕幸丸 ６２１５４１４８１５８５４１６０

恵比寿丸 ７８１５４１１３

神徳丸 ４４１５９１５２

誠漁丸 ５２１４７１２５

文栄丸 ５４１４９

三吉丸 ５７１５８｝４９

勝歴丸 ４７’５６ｉ５５

万生丸 ２４

日の出九 ５１１１９ ４５

_律
広丸 ４０１４５ ５２

茂光九 ５９１４６ ５６

宝生丸 ５９ｉ：４０ ５６
ざ

信栄丸 ４７ ６０

幸新丸 ５０

久大丸 １７

７０００１６５１１８９７１１ｐ7５１９１５１９７１廷日数’５５５

n隻１日当り水揚量と休漁５

価格等により，漁獲努力に多大の影響を及ぼすと考えられるヒラクサを除いて１隻１日当り

の水揚量を旬別に表わ麺すと表１１の通りである。‐:～…,～．～‘：～、……

－１６－



この水揚量の減少傾向は経験的に０t＝ａｔ〒ｂ（０ｔ……各旬の平均水揚量。ｔ・….､旬ｗ

ａ．ｂは常勤の関係であるので，この式により昭和５８～４４年の減少曲線を求めると図１６

の通りであるｏ

この時のＬｏｇａとｂの値は表１２の通りであり，Ｌｏｇａと－ｂの間には図１７に示すよ

うに正の関係がみられるようであるが顕著ではない○

坪田では過去６年間の平均がｎｏｇａ＝２，６２５２で，これは漁期はじめの旬の平均水揚高が１

隻１日当り４１９．９K？であることを意味している。とのＬｏｇａの値は昭和５８．５９．４１゜

４５年と昭和４０．４２°４４年との２つのＴｙｐｅにわけられるＤＬｏｇａとその年の総水場と

の関係は図１８に示すように正の関係があり，ユｑｇａの高低，つまり，最初の単位当り水揚量

●

によって，その年の豊凶が左右されるｏ◎
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表１１．;…潜水船１日1隻当り水揚量§(ヒラクサを除く）（生Kの

砿ト
５９ ４０ ４１ ４２ ４３ ４４

上 ４５１．８３４５－７

中 ５９９．５ ４９０．５２６７．４ ４０５．７ ５２６，５ ５６７．１５

下 １８０－５ ２６０．５ ５５８４ ５０１－５ ５４６．８ ４５２．６５２０．４

上 ２１５．８１５９６．８ ろ４７．１ １５５．７ ２９２，８ ５２５，６２５０５

中 ２９０．５１９９‘９１２７１．２ ５７４－４ １７７．２ 2２７．１ １９８．７６

下 １６２．５２５０．９２５１．４１２２８．４ １５１．６ ２５５．８ １８１．６ や
⑨

上 ２０５．７ ５２９．９ １７１．５１９９．１ １７７．５ ５４７．６ １８９－６

中 ２１９．９１５５．０ ５１８．４ １８８．９ １４４．４ １８０．４７ ２２５．９

下 ７４．１ ２０９．８ １１５．９１８５．８ ７９．２ １６７．５６９－７ ａ

上 １１８．５ ２１８．１ ２９７．０ １４８．５ １０７．５ １０１．４ ２０７．０

中 138.0１１９．５ ２６１－６ １５５．１８ ２５９．０ １４１．５ １９２．５

下 １２５．５ ２８５．２ １８７．４ １５５．２ １５６．６ １５８．４ ２０７．２

上’９６．６ ２５７．８ １５６．７２５１．７ １５６．１ １７０．４ １７８０

中’７９．２９ １５５．２ １９４．２２５７．９ ４５．６ １６１．９ １０１．２

下 ２５１．２ １５８．８ １４７．９ １１９．２ ８１．０

上 １７５．８ １１２６

１０１中 １４０．７

下
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表):１２ｑ＝ａｔ－ｂにおけるﾕoga,‐bの値十●

PjU

図１８１ｏｇａと総水揚量との関,係

．”，ｒ↓
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‘句ｒｔ，

▼

０
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図１９－ｂと延長数との関係 図２０一ｂと延出漁日数との関係
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これは,前述の５月の水揚量とその年の総水揚量との関係に一致する｡更に五十嵐lDb上漁期
の初める日間の１隻平均水揚量とその年の漁獲量との間に+、､９９の相関があると報告してい

るｏ

従って，現在実施している口開前の枠取調査はその年の豊凶を判別するには非常に有効左調

査であると言える。

次に減少の傾斜を示すｂの値であるが，これは延隻数とやや正の関係が，また廷出漁日数と

真の関係がみられ矛盾している。（図１９，２０，参照）

このことからｂの値は単に隻数゜日数のみでなく，価格の変動，操業時間，天候等さまざさ

な要因が加わって異云ってくる主うである。

己』

表１３休漁効果のない場合の水揚量（生i(の図１６言どの昭和４５年の単位当り

水揚量は６月下旬～７月上旬にかけて，

水揚量が増加している。この年は６月

１６日～２７日童で計１２日間の休漁

期間があったが，この休漁の効果につ

いて，山癖Ｄにならって検討を加えた。

昭和４５年は休漁期間に９１，０１８．５

K,，休漁後に91,065.8KFの水場があ

りほ蟹等分される。

そこで，１２日間の休漁期間がなか

ったとして，５月下旬～６月中旬まで

の単位当り水揚量から，。t＝ａｔ－ｂ

の常数ａ，ｂを求めると表１５の通り

で，現実の出漁にあわせて，理論水揚

量を計算すると152,585.8K９と左るｏ

しかし，実際は１８２０８２．５K，の水

場があったので，１９．４９冊の水揚増

が休漁期の設定によりう蚕れたことと

なるｏ

昭和５８．５９年と休漁期間がもう

けられているが図１６ａ～ｂにみる主

§

、

一隻一日
当り水揚量

隻機｜推定水揚量理論値
、

、

ｌ
ｌ
１
ｉ

上

中５

下 １５０１４１，５４０．０５２０．４１５１８．０１１５０

上 ２５ｑ５１２３４．６１１６６１６６１５８．９４５．６

中 １，８．７１１９６．４１５６５６１１０．９９８．４６

下 ５８１１０．，５９．８２５５．８１１７５．１１５８

上 ５４７．６１１５７．０Ｉ７１７１１１１，１４７．０

中 ２２５．９１１４４．６１１１９１１９１１７２０７．４７

下 ８１１，０８２，４６９．７１１５５．５１８

上 ５６１４，５９ス２１０１．４１１２７．７１５６

８中 １４１．５１１２１．５１６１６１１７．５９９．５
■ゴ

下 １５８．４１１１５－８１５８５８１４，４００．４
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國
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図２１昭和４５年の休漁効果－２０－＝



うに，それが以後の単位当り水揚量に顕著な影響を及ぼしていない。

このことは’休漁期間の設定という､のがヮ従来，各地でみられる干し場との関連による禁

漁期間設定ではなく，テングサ残存量とテングサの生長時期とを勘案して，その時期と期間に

ついて，今後の調査により，各漁協に明示する必要があるｏ

４潜水船と素潜りとのテングサ採取状況の比較

１）素潜りにエるテンクサ採取状況

テングサ採取に従事する人数は，解禁初日などには，小゜中学生から老人まで出漁して約～

６００～７００人程度となる。しかし，年間を通じて解禁中採取している人数となると，男約

ｇｏ～５０人，女約５０人程度と考えられるｏ

坪田漁協での受託台帖記入

表１４素潜りによる採取状況（昭４ＤＧｔＫ９

｡

方法は，例えば家族５名で採

取しても組合員である主人名

儀で一括記帳しているので実

際に従事した人数の把握は困

難である。しかし，組合員で

ある主人以外の水揚量は一応

無視出来るとして，この受託

台帳により検討を加えた。

昭和４４年の素潜りによる

テングサ採取者は廷5.524人

で，月別にみると５月７７０

人，６月９８４人，７月1,165

人，８月５５６人，９月４９

人となり，７月に最も多いが，

１人１日当り水揚量は５月５８．６Ｋ９，６月４８．９Ｋ９，７月５６．５Ｋ,’８月５５．２Ｋ,’－９月２８．１

K9と５月の解禁にくらべ９月の終了日には半分に減少する。この減少傾向を旬別に示すと単位

漁獲量と累積漁獲量との間には

Ｏ(ＩＤ>＝５２２２８－５，４１７Ｋ(t）
.ヴ!｣ｷｰｮ。

（但し，０(t）単位漁獲量，Ｋ(t）累積漁獲量）

－２１－

月旬 入漁者数 水場量
1人当り

水揚量１t）
累積

水揚量K(t）
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の一次式であらわされ，直線的に減少する○単位漁獲量は図２２に示すように５ｊ０Ｋ９を切ると

終漁になるよ）うであ'DOJ終漁期近くになるにしたがってけ他漁業または他産業（たとえば’１農

業6．ウキヌサヤ等）に転換するためＵＥｊ準備等がある関係から早い者では７月には転換しだけ:れば

ならない等の理由によるのであろう。～

次に,出漁者と潮蓋との関係は表,5に示すように,潮高50ｍ未満における出漁率は肌５
冊で廷出漁者２，８９９人，１日１人当り水揚げ４５．１Ｋｇで，５０cm以上である場合の出漁率

６６．７妬延出漁者数６２５人，１日１人当り水揚げ量５６．５１Ｋ9にくらぺはるかに効率のよい

採取がなされているＯいい■ＴＩ
●

※との潮位はテングサ採取可能な日中の最低潮位

５０、 ＩＯＯ Ｉ５ｏＫ(t）

図２２素潜りの単位当り水揚量と累積水揚量との関係＝

ｏ(t）単位当り水場Ｋ(t）累積水揚量

このように，潮位の関係は，素潜りに主るテングサ採取には必要欠くことの出来たい問題で

し表１５潮位別にわけた操業状況（生Kの
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あり，解禁当初は，最大千潮時等を参考にして解禁時間が決定されて浴Ｄ，当初の平均操業時

間は4～5時間であるiDrそして，７月以降になると潮位との関係ばうナ五てぐろよwうである。

表１５－Ｂは）地先漁場の解禁日以外に共有漁場などで採取したものかワ専業者の人達と考え

られるｏ

２）潜水船によるテンクサ採取状況

素潜りのテンクサ採取と対比するためにケ同年の潜水船の操業状況を調査した。昭和４４年

のテングサ採取に従事した潜水船は廷９９４隻で月別にみると５月２４９隻，６月２０６隻，

７月５０５隻，８月１７０隻，９ 表１６潜水船の採取状況（昭４４)Ｐ性K,）９

月６４隻で，この傾向は素潜りの

出漁日数の傾向にほ)r等しい。ま

た，１隻１日当りの水揚量は５月

４６５．６Ｋ９，６月５０６．６Ｋ９，７

月１７９．４Ｋｇ，８月２０１．９Ｋ９，

９月１６９．４K9で水場の減少傾向

は素潜りより激しいが，素潜りの

場合解禁から終漁まで減少傾向が

続くのに対して，潜水船では更に
．｢‐！

早し､時期(こ減少するｑ

との減少傾向を旬別に示すと，

単位漁獲量と累莨積漁獲量との間

には

ｃ(tト291.276-0.556k(t）

の関係が５～６月にかけて成立す

る｡これはちょうど第１回の口開

け期,．つまり春草の採取時期にあ

たる。

７月以降は１８０Ｋ9前後を上下

つつ終漁にむかう主うであり，こ

のことは操業隻数の減少と考えあ

わせると?了水湯のおとる潜水船は，

この間に逐次操業を切上げ素潜り

と同様他漁業，または他産業に転#

４８－６０９．６

２０９４

８Ｕ/1１
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菜を切上げ素借り図２５．潜水船の単位水揚量と累積水揚量との関係

蚕允は他産業に転換するようである○
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５）素潜りと潜水船とのテンクサ採取糊砒藪繋ハ１Ｗ〃い（J】肝

素潜りと潜水船とのﾃﾝｸｻ採取状況を昭和４４榊繍について鐘討糞ｶﾛえ胸昭和４４

年の水揚量は潜水船２７Ｍ81.,K9(生)，素潜川s615i5P.o肌斡;で坪田における

水揚量の６４．０５秀を潜水船で水場したことになるｏとの両者の月別採取状況を図２４に示し

たｏ
,ﾊﾞｫﾉ

潜水船と素潜りの非常に大きな差異は５月の水場で，潜水船では４１．５７筋が口開の月に採
』｡・６・

取されているが素潜りでは２８．８５妬にすぎない。その後の減少傾向は両者とも等しいようで

ある。

次に操業日数は，潜水船７６日，素潜り２７日で図２５に示

す通り，素潜りでは７月が５０日と，値蟹連続採集に従事して

いるのに対し，潜水船の出漁日数はどの月も素潜りの日数を下．

廻っている。

採取草の月別内訳は図２６に示した。素潜りでは各月を通じ

て荒目が多く!ｂ潜水船では上草１等が多い○

労￥､－－－致窒_｣＞凸バグT、－１二手曰ノミ忠ZＦ Ｂ

召

●

従って，潜水船の水場金額ろｏ
こ

の割合は４１．０５９６と低くな

っている｡これは，潜水船の（２０

場合，水深とそこに生育する

テンクサの種類とも関係してI0

Lb鮫的安い草b上草１．２．Ｌ

５等，花草等が主な水場で，

図２４Ｂ召ﾗﾄﾞﾛ４４年漁期に
おける素潜りと潜水船のテ
ングサ水揚げ比較
，－－－－．潜水船

一一一一二素潜り

： illlllI…

。BｒＢ巴 ﾛﾌﾞ

価格の良い荒目｡中草等の採鷆二素雲魏繍擁
漁日数比較

取が少ないためである○ Ｆﾜｦﾗｮｺ潜水船
「－－－丁素潜り

更に昭和４４年は全体的に

みて，上草の精算単価がK9当

（生）６０円前後で，平年の７５～８０円にぐらぺて安〈，こ

のため潜水船の水湯金額比率が低かったと考えられる。

なお，昭和４４年はヒラクサの価格低下のために，潜水船は

ヒラクサ採取をおこなっておらず，これが採取内訳に若干影響

をおよぼしている○

●

図２６昭和４４年の潜水
船と素潜りによる採取草の
組成

雷幸薑口濡圭薑鬘昌荒。
－２４－



Ⅳ要：約

三宅島のテンクサ漁業

１三宅島テンクサの水場傾向は昭和２５～５１年の７年間がｙ＝５８５．４２７＋２２．７１４×

-58,571Ｘ２，昭和５１～５７年の７年間がｙ＝４５２，２８５－６１，７８５ｘ－２２．２１４ｘ２，昭

和５７～４５年の７年間がｙ＝５１７．６１８＋５７．５００ｘ－１Ｍ７６Ｘ２の施物線式であらわさ

れる。

2．テングサ水揚量は三宅島を東側（坪田・神着）と西側（伊豆。伊ケ谷・阿古＞に分け６

と東側が７１．０～８１．６妬と極めて高い○

・Ｌ

５．５月の水揚量とその年のテングサ水揚量との相関係数は＋０．６８であったｏ～

4．寄草とその年のテングサ水揚量との相関係数は＋０．７９で昭和５４．５７年を除くと，

：相関係数十０９７となり，Ｙ＝９６．４１７＋１，１８７Ｘの￣次式であらわされる。

5．黒潮の接岸距離とその年の水揚量とは１～４月の黒潮か前年より近ずい允年の水湯は前

年より多い傾向がみられた。

テンクサ漁業操業状況調査

1.ｈ坪田漁協ではテンクサを荒目。上草。中草。下草・平草の５種にわけて漁業者から受託

しているが，上草は５月下旬，７月中旬，８月下旬と５つの山がみえるが６月以降，漸次

山は低くなる。又，下草は６－８月，乎草は７－８月に採取の山がみられる。

2．潜水船は昭和２９年の５２隻を最高に近年は２０隻前後で操業している。１隻当り水場

、金額は昭和４１年をピークに激減しており２４～２５０万円と変動が激しV、６１隻１日当

り水揚量は昭和４０年をピークに減少し２５０Ｋ9程度で横這であり，１日当りの水揚量は

｣昭和４２年をピークに減少している。

５．，隻，日当り水揚量の減少傾向を０ｔ＝ａｔ￣ｂで表わすと，ユ｡ｇａとその年の水揚量

とは正の関係がある｡～

また，昭和４５年について休漁効果を検討すると１９．４９妬の水揚増が休漁によって生

じた。

４１）素潜りでは,単位当り漁獲量はＯ(t)=５２２．２８－５．４１７Ｋ(t)の￣次式で減少し,５０

Ｋ,を切ると終漁となるｏ潮位と採取状態を調べると，潮高５０ｍ未満における出漁

率は８０．５筋で延出漁者２．８９９人，１日１人当り水場４５．１Ｋ9で５００１W以上の時

の出漁者数６２５人，１日１人当り水揚量５６．ＭＫ9にくらべ効率良い採取がなさ

れている。

ら
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し
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2）潜水船ではＯ(b)＝２９１．２７６－０．５５６Ｋ(t)の関係が５～州にかけ淀成立すら。
そして，７月以降は１８０K,前後を上下しつつ終漁にむかう。二

3）潜水船の採取量は６４．０５妬，水場金額では４１．０５笏である。これは潜水船の操

業区域が５ヒロ以深であり，価格の良い荒目ハ屯璋、採取が少ないためである。
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｝東京都三宅支庁（１９６８）

東京都農林統計事し務所（１９６６）
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。，＿′Ｘ７ｄ［．

●
●

｜
『
Ｄ
Ｂ
Ｄ
《
〉
〃
』
。
一
三
へ
、
）

三宅支庁管内概要

沿岸漁業動向把握（プリント）

築磯事業によるテングサ生産効果，東水試研究要報

５８号

八丈島のテングサ類増殖に関する基礎調査岸’

東水試研究要報６６号～エ

テングサ採取高の周期性について，水産増殖７巻５

号

三宅島における投石事業の経過とその効果ｉ東水試

研究要報７６号

三宅島水産開発事業報告〆東水試研究要報j２１号

水温と天草豊凶との関係，東水試業務功程’７

寒天原藻テングサ類の施肥に関する研究，静岡水試

伊豆分場報告５２号ツーr…リコ

テンクサ処理の省力化東京都漁村青壮年発表大会

稲取のテングゴオ;潜水機漁業の漁獲量と減船の影響に

ついが，水産増殖１５巻４号

テンクサ類･増殖に関する基礎調査,“静岡水試伊豆分

場報告１９号

4．高橋秋之助・斎藤芳樹（１９６８）

5．川名武。江端良太（１，５９）￣ｃ１ｄ。●■

6．倉田洋二ｑ他５名（１９，６９）

７．．東京都水試（１１６０）

β～東京都水試（１９４０）
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9．山田信夫（１９６７）
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●

10．田中重吉（１９６９）

11,五十嵐正治（１１６６）
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Ⅵ参考資料

三宅島のテングサ漁場

テングサを主対象とする第１種共同漁業権図を

図２７に，その内容を表１７に示した。このうち

坪田クラマ根から神着砲台東側までは共有漁場で

三宅島５漁協ならびに御蔵島の計６漁協で操業さ

れているｏ

との操業状況であるが，素潜りでは，漁期を通

じて，同一人が同一の日に地先漁場とあわせて操

業する等，明確ではないが，常時関係組合の組合

員約５０～８０名程度が操業しているものと考え

られるｏ

表１７漁業権の免許内容

４シ

ｌＩ－ｉ’１

■じ

図２７第１種共同漁業権漁場図

午番号|濟譲

劃坪田･ネ甲着俘ﾄ百

牙。阿古。御蔵島｜砲台東側ロ

言ｺﾞｺﾞﾛlﾗﾃ:114口拒三Ｂｏｏｎ

呵さ 封ｆｌｕ勺

豆１大對原鳥距崖８００江４１１

ざ・阿哲

卸蔵島地先巨崖８００ｍ

潜水船は，坪田漁協１１隻，神着５隻，伊豆４隻，伊ケ谷５隻，阿古４隻，御蔵島１隻の計

２８隻が許可されており，天候さえ良ければ毎日全船が操業している○

－２７－


